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２．石狩市における ESD の推進 




 2013 年度，特認校6の市立生振小学校を実証校にして，環境省 ESD 環境教育プログラム
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2 溝渕清彦：環境省 北海道環境パートナーシップオフィス チーフ（運営団体：公益財団法人北海道環境財
団） 


















 2015 年 6 月， ESD 実証等事業にかかわって，石狩市を実証地域とし






 ESD 実証等事業の運営は EPO 北海道が事務局として担い，推進委員


































































が表 1 である。最上位は「考える力」であった。 

















           【資料 1 身に付けさせたい力の設定理由】 




















































  ・宿泊学習や身近な自然にふれ合い、その良さや問題点などを見つけることができる。 
月 活動内容（◯）と学習のねらい（・） 活動・方法 時数
６ オリエンテーション  １
◯環境について考えよう ・当別の自然について知り、環境に対する興味をもつ。  ２
◯体験の計画を立てよう ・宿泊学習で行う、自然体験プログラムを決め、体験する。  ２
◯事前学習会をしよう ・宿泊学習の事前学習を行い、環境に関する関心を深める。  ２
（この間，宿泊学習にてさまざまな体験をする） 
７ ◯体験したことをまとめよう ・自分のテーマについて新聞にまとめることができる。 新聞製作 ３
◯まとめた内容を交流しよう ・自然の良さについて共有することができる。 ポスターセッション １
９ ◯石狩の自然を見つめよう ・身近な自然について関心をもつことができる。 ウェビングマップ １
◯石狩の自然を知ろう ・石狩の自然についてすばらしさや問題点などを知ることができる。 ＤＶＤ鑑賞 １
◯石狩の自然にふれよう ・石狩の自然のすばらしさと問題点について知ることができる。 体験活動（石狩浜・柏など） ４
◯石狩の自然の良さや問題点を振り返ろう ・良さや問題を確認し問題意識を持つことができる。 １
【探究のフェーズ】○身近な環境問題を考えよう（２０時間） 
  ・体験したことから課題を見つけ、身近な環境について考えることができる。 
10 ◯石狩の自然に関する課題を見つけよう ・石狩の自然の関心課題を見つけることができる。 ウェビングマップ ２
◯テーマごとにチームを作り調べる手段を考えよう ・課題解決手段を考えることができる。 課題別のチーム作り ４
◯課題解決の手段について学習しよう ・課題解決に必要な手段を理解することができる。  １
11 ◯石狩の環境について調べよう ・課題解決のための情報を収集し、分析することができる。 電話、メール，聞く、手紙、web、図書館等 ８
12 ◯調べた情報を整理しよう ・グループ内で情報の整理・分析を行うことができる。 交流，課題・疑問発見 １
◯発表の準備をしよう① ・交流に向けてグループ内で準備することができる。  ２
◯発表の準備をしよう② ・発表する内容について精査し、発表の準備をすることができる。  ２
【実践のフェーズ】○自分たちにできることを考えよう（２２時間） 
  ・自分たちの活動をプレゼンテーションにまとめ、取り組みを発表することができる。 
 ・いままでの活動を振り返り、環境問題を自分事として考えることができる。 
１ ◯活動のまとめへの見通しを持とう ・伝える活動の意味について説明することができる。 オリエンテーション ２
２ ◯取り組んだ活動をまとめよう ・プレゼンテーション資料を作ることができる。 プレゼン作り（写真５枚） ８
◯取り組んだ内容を発表しよう ・他者に分かりやすい発表をすることができる。  ６
◯プレゼン活動をふりかえろう ・自らの生活のあり方や自身の成長を振り返ることができる。  ２






























































































  ③ 議論と共有の場としてのワーキンググループの運営 
 本単元の学びの根底となる「主体性」や「資質・能力」醸成についての「しかけ」
は随時，学年団とコーディネータとが連携して取り組んだ。 
  ④ リフレクション活動 
 児童の学習成果を児童自身が見取れるよう，ルーブリックを導入し，ポートフォ
オ評価を意識した取組も実施できた。 














 ESD 推進委員会では「有効である」と判断された。その理由は以下の通りである。 
  ① 授業担当者とは違った視点から学びを見つめることができる 
    →正解ありき，誘導する，教える活動になりがちな授業から見方を変える 
  ② 客観的に授業改善へとアドバイスができる立場 
    →多様な側面から協働的に活動をすすめることができ，あくまでも学習者主体の 
































































【資料 6 ESD で身につけたい 7つの力】 
 
【資料 7 ESD アイコンを用いた石狩浜学習プログラム】 
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◯文部科学省「学習指導要領解説総則編」東洋館出版社 2008 年 






言葉  持続可能な社会づくりを目指した取組に向けて  」2015 年 
◯国立教育政策研究所「資質・能力 理論編」東洋館出版社 2016 年 
◯安彦忠彦「「コンピテンシー・ベース」を超える授業づくり」図書文化 2014 年 
◯佐藤学「専門家として教師を育てる」岩波書店 2015 年 
◯西岡加名恵，石井英真，田中耕治「新しい教育評価入門」有斐閣 2015 年 
◯西岡加名恵「資質・能力を育てるパフォーマンス評価」明治図書 2016 年 
◯松下佳代「パフォーマンス評価」日本標準 2007 年 
◯田村知子「カリキュラムマネジメント」日本標準 2014 年 
◯ダネル・スティーブンス，アントニア・レビ「大学教員のためのルーブリック評価入門」
玉川大学出版 2014 年 
◯トランスファー21「ESD コンピテンシー」明石書店 2012 年 
◯「新教育課程ライブラリ 14「社会に開かれた教育課程」を考える」ぎょうせい 2016 年 
◯地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）「ESD 環境教育モデルプログラムガイドブ
ック 3」2015 年 
◯EPO 北海道「北海道版 ESD 環境教育プログラム」2014 年 
◯EPO 北海道「北海道版 ESD 環境教育プログラム 2」2015 年 
◯EPO 北海道「北海道版 ESD 環境教育プログラム 3」2016 年 
◯山本和彦「石狩市 ESD 実践発表報告会 実践事例報告（石狩市立双葉小学校）」2016 年 
◯高橋惠美「石狩市の環境教育の推進について」2017 年 
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